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研究要旨 

目的：市町村、保育所等で身体発育曲線の活用が正しくできるよう、実践的で具体的な

ガイドを作成すること。 

方法：エビデンスと現場の専門職からの意見をふまえ、２つの令和２年度厚生労働行政

推進調査事業費補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業 （健やか次世代育成

総合研究事業））研究班が合同で作成した。 

結果：本研究班では、発育曲線の保育所での活用方法について、３～５歳児の体重増加

不良と肥満の個別支援に焦点をあて、エビデンスと現場の専門職の意見を反映し、具体

的な判定方法、要因の把握方法、調査票例、保護者への支援の考え方を提示した。 

結論：乳幼児身体発育曲線の活用・実践ガイドが作成され公表された。 

 

Ａ．研究目的 

市町村の保健師・管理栄養士・栄養士、保

育所の保育士・管理栄養士・栄養士を主な対

象とし、発育曲線の活用が正しく、実践的に

できるよう、具体的なガイドを作成するこ

とを目的とした。 

 

Ｂ．方法 

令和２年度厚生労働行政推進調査事業費

補助金（成育疾患克服等次世代育成基盤研

究事業 （健やか次世代育成総合研究事業））

である本研究班と「乳幼児の身体発育及び

健康度に関する調査実施手法及び評価に関

する研究」（代表：横山徹爾）とが共同で、

「乳幼児身体発育曲線の活用・実践ガイド」

を作成する。本研究班は、第 4 章保育所等

での活用を分担作成した。 

第 4 章作成の方針は、①保育所の現場で

の肥満、やせの個別支援に活用する際に、保

育士、管理栄養士、栄養士等の専門職が何を

どうしたらよいのかがわかるよう具体的に

記載すること、②体重増加不良、肥満の原因

と対策について、できるだけ先行研究 1）-4)

を用いて根拠がある記載内容とすることで

ある。 

また、実践的な活用の可能性を高めるた

め、ガイド原案の作成後、市町村の保健師・

管理栄養士・栄養士、保育所の保育士・管理

栄養士・栄養士から意見を収集し、修正して

最終版とした。 

 

Ｃ．結果 

乳幼児の身体発育及び健康度に関する調

査実施手法及び評価に関する研究（代表：横

山徹爾）が作成する「乳幼児身体発育曲線の

活用・実践ガイド」の第 4 章保育所等での

活用を分担作成した。 

本章は保育所の保育士、管理栄養士、栄養

士が活用することを前提に、３～５歳児を

対象とした、主な内容は、以下のとおりであ

る。 

１．発育曲線を用いた身体計測値の評価と

食事支援の流れ 

個別支援の全体像を、フローチャートで

示した（図１）。 

２．園での個別支援 

１）園での観察と給食での対応 

体重増加不良と肥満の判定後の個別支援

の方法について、できるだけエビデンスに

基づいて具体的に示した。まず、保育所内の

給食の喫食時や園内の活動での観察の視点

を示した（表１）。観察をした結果、課題が

ある場合の給食（食事＋おやつ）での対応に

ついて記載した。 
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２）家庭での食生活の実態把握と評価 

①家庭での食生活の実態把握の支援 

家庭での食事、生活習慣について把握す

べき点について、できるだけエビデンスで

体重増加不良と肥満との関連が示されてい

る項目を提案した（表２）。 

②食事内容の実態把握と評価 

 表２に基づき、家庭での食事内容を把握

するための記入様式の例（表３）とその評価

方法の例（肥満の例）を示した（表４）。 

③生活習慣の実態把握と評価 

 表２に基づき、家庭での生活習慣を把握

するための記入様式の例（表５）とその評価

を記載した。 

３）保護者へのアドバイス 

保育所内、家庭での課題を把握した結果、

保護者へ支援する考え方を示した。 

保育所での集団としての活用、特に給食

の給与栄養目標量の設定での活用、提供量

の評価の評価での活用については、本研究

班の結論が出ていないことから、詳細の記

載は見送った。 

 

Ｄ．考察 

エビデンスと現場からの意見を両方ふま

え、保育所での肥満・やせの判定と個別支援

の考え方、方法について提示できたと考え

られる。 

一方で、集団としての活用、特に給食の給

与栄養目標量の設定での活用、提供量の評

価の評価での活用については、本研究班の

結論が出ていないことから、次年度の課題

とする。 

 

Ｅ．結論 

乳幼児身体発育曲線の活用・実践ガイド

が作成され HP で公表された（論文発表参

照）。 
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表１ 園での観察の視点 
側面 観察項目 体重増加不良の

観察ポイント 
肥満の観察ポイント 

食事内容 給食・おやつで食べな
い物、食べ過ぎがある
か 

全体量が少ない 
嫌いな（食べたこ
とがない）食べ物
が多い 
アレルギーがあ
る 

おかわりが多い、持参す
る主食が多いなど食べ
る量が多い 
甘い物、脂質を多く使っ
た料理など、肉を多く食
べる 
野菜、魚を食べない 

食べる時間 給食の食べる時間が
長い、短い 

長時間かかる 早食い 

食べ方 噛むことなど、口腔機
能に問題がないか 

噛めない、飲み込
めない 

噛む回数が少ない 

生活リズム 給食前にお腹がすく
か 

食欲がない（お腹
がすかない） 

 

食事が楽しい 食事が楽しいか 食事が楽しくな
い 

 

身体活動 身体を動かす遊びを
しているか 

 
活動が少ない 

下線：やせ、肥満との関連について報告あり２）３）４） 
空欄：該当事項の報告等なし 
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表２ 家庭での食生活の実態把握の視点 
側面 観察項目 体重増加不良の 

観察ポイント 
肥満の観察ポイント 

食事内容 家庭の食事で提供され
る食事の全体量、栄養
素のバランスなどが適
切か 

全体量が少ない 
嫌いな（食べたこ
とがない）食べ物
が多い 
アレルギーがある 

おかわりが多いなど
食べる量が多い 
主食、甘い物、脂質を
多く使った料理な
ど、肉を多く食べる 
野菜、魚は食べない 
インスタント食品、
ファストフードが多
い 

食べる時間 食事を食べる時間が長
い、短い 

長時間かかる 早食い 

食べ方 噛むことなど、口腔機
能に問題がないか 
食べる姿勢に問題がな
いか 

噛めない、飲み込
めない 

噛む回数が少ない 
床面に足がついてい
ない 

生活リズム 間食の時間や回数が適
切か 
食欲があるか 
朝食欠食がないか 
起床時刻、就寝時刻が
適切か 

間食の時間が決ま
っていない 
食欲がない（お腹
がすかない） 
むら食い 
起床時刻が遅い 
寝る時刻が遅い 

間食の回数が多い 
朝食欠食 
起床時刻が遅い 
寝る時刻が遅い 
睡眠時間が 8～9時間
以下 

食事が楽しい 食事が楽しいか 食事が楽しくない 
 

身体活動 身体を動かしているか 
 

活動が少ない 
ＴＶやスマホの時間
が長い 

食事環境 家族の大人と一緒に、
落ち着いた環境で食べ
ているか 

大人と一緒に食べ
ていない 
食べる環境が落ち
着かない 

大人と一緒に食べて
いない 
食べる環境が落ち着
かない 

下線：やせ、肥満との関連について報告あり２）３）４） 

空欄：該当事項の報告等がみられない 
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表３ 食事の記入様式（例） 

1日の食事を書き出してみましょう。主食、主菜、副菜、乳・乳製品、果物、菓子・
嗜好飲料の区分で分けて書いてください。昼食は、休日などの家庭での食事を書い
てください。  

主食 
（ ご は
ん、パン、
めん） 

主菜 
（肉、魚、
卵、大豆料
理） 

副菜 
（野菜、き
の こ 、 い
も、海藻料
理） 

乳・乳製品
（牛乳、チ
ーズ、ヨー
グルトな
ど） 

果物 
（りんご、
みかんな
ど） 

菓子・嗜好
飲料 

朝食 
      

昼食 
      

夕食 
      

間食 
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表４ 食事の記入様式の評価（肥満の例） 
以下について確認し、優先度の高い課題を選びます。  
確認内容 結果の例 アドバイス例 

１ 朝食、昼食、夕食、3
食を食べているか 

朝食欠食がある 欠食をなくす 

２ 主食・主菜・副菜に
空欄があるか 

夕食の副菜がない 副菜料理を追加 

３ 乳・乳製品、果物に
空欄があるか 

乳・乳製品、果物がな
い 

間食として、甘い菓子や飲料か
ら、乳・乳製品や果物へ替える 
３~５歳児の間食の適量は、1 
日に必要なエネルギー量の 15
～20％（200～260kcal）程度を
目安とし、次の食事に響かない
ようにする 

４ 間食の量と質を確認
する 

甘い菓子、飲料が多い 

５ 主菜と副菜のバラン
スを確認する 

副菜の量が少ない 副菜を増やす 
副菜で食物繊維が多い食品を多
くしたり、大きく切ることで噛
む回数を増やす 

６ 主菜の内容 魚や大豆は少なく、肉
に偏る 

園の魚、大豆メニューを紹介 

７ 主食の確認 チャーハン、焼きそば
等の単品が多い 
主食のおかわりが多
い 

ごはんとおかずの組み合わせを
増やす 
主食のおかわりは１回まで 

８ 油を使った料理を確
認する 

揚げ物など油を使っ
た調理が多い 

揚げ物から煮る、焼く、蒸すなど
の調理へ 

文献１）３）４）を参考に作成 
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表５ 生活習慣の記入様式（例） 
家庭でのお子さんのふだんの様子についてお答えください。 
質問項目 回答 

1 家で食べる食事の量（菓子を除く）が多いですか ①多い ②ふつう ③少ない
2 お子さんは何でも好き嫌いなく食べますか ①はい ②いいえ
3 甘い菓子や脂質を多く使った料理などを多く食

べますか 
①はい ②いいえ

4 インスタント食品やファストフードが多いです
が

①はい ②いいえ

5 食事を食べる速さはどのくらいですか ①早食い ②ふつう ③遅い
6 食べ物を何でもしっかり噛んで飲み込むことが

できますか 
①はい ②いいえ

7 食事の際、お子さんの足が床についていますが ①はい ②いいえ
8 朝食を毎日食べますか ①はい ②いいえ
9 間食の時間は決まっていますか ①はい ②いいえ

10 間食の回数が 3 回以上ですか ①はい ②いいえ
11 食事の前にお腹がすいていますか ①はい ②いいえ
12 食事を楽しんでいますか ①はい ②いいえ
13 起きる時刻 （   時    分） 
14 朝食の時刻 （   時    分） 
15 園から帰宅してからの間食の時刻 （   時    分） 
16 夕食の時刻 （   時    分） 
17 寝る時刻 （   時    分） 
18 家で身体をよく動かしていますか ①はい ②いいえ

19 朝食、夕食は家族の大人と一緒に落ち着いた環境
で食べていますか 

①はい ②いいえ

20 その他 気になることはありますか 自由記述 

表２に基づき作成 
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